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はじめに 


本書では、 N 8103-101 ディスクアレイコントローラ専用管理ユーティリティ 「 Web-based Promise Array 
Manager 」 について説明しています。 

本書の内容は、 Windows の機能や操作方法について十分に理解されている方を対象に説明しています。 
Windows に関する操作や不明点については、 Windows のオンラインヘルプやマニュアルなどを参照して〈ださ 
い。 

Web-based Promise Array Manager をご使用される際は、本体装置に添付されているユーザーズガイドもお 
読み〈ださい。 


商標 

Promise ⑥とそのロゴは、米国 Promise Technology Inc . の登録商標です。 

ESMPRO 、 EXPRESSBUILDER (ま、日本電気株式会社の登録商標です。 

Microsoft とそのロゴおよび、 Windows、Windows Server 、 MS - DOS は米国 Microsoft Corporation の米国お 
よびその他の国における登録商標または商標です。 

記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

ご注意 

(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

(2) 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

(3) NEC の許可無〈複製■改変などを行うことはできません。 

(4) 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれ 

などお気づきのことがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡〈ださい。 

(5) 運用した結果の影響については (4) 項に関わらず責任を負いかねますのでご了承〈ださい。 
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1.1 Web-based Promise Array Manager について 


N8103-101 ディスクアレイコントローラ専用 Web-based Promise Array Manager (lil 降 WebPAM と略記しま 
す)は口ーカルまたはリモートの N8103-101 ディスクアレイコントローラを管理するための Web ベースのア 
プリケーシヨンです。 WebPAM を操作するブラウザとしては Microsoft Internet Explorer(IE)6.0]il 降の 
みをサポートしています。 WebPAM をインストールすると、レ:>1下の機能が使用できるようになりま 
す。 


- ブラウザのグラフィカルな操作画面で、 lil 下のロジカルドライブの作成と削除する機能 
- RAID0 ( 1台)上のハードディスクドライブでデータのストライピング） 

- RAID1(2 台のハードディスクドライブでデータのミラーリング） 

- RAID5 (3 台]上のハードディスクドライブでデータのパリティ付ストライピング） 

- RAID1 のスパン （RAID10 と同義です。4台のハードディスクでデータのミラーリング 
+ストライピング） 

-ロジカルドライブの整合性をチェックする機能(シンクロナイズ） 

- ハードディスクドライブのメディアエラーをチェックする機能（メディアパトロール） 

-ロジカルドライブ縮退時の自動復旧機能（リビルド） 


N81 03-1 01ディスクアレイコントローラをリモートの管理コンピュータから管理する場合は、N81 03-1 01ディスク 
アレイコントローラが接続されたマシンに WebPAM をインストールします。この2つのコンピュータの間は TCP/IP 
を経由した通信ができるよう設定していなければなりません。この TCP/IP を経由する通信では、 HTTPS または 
SSL をセキュリティとデータ転送の暗号化のために使用しています。 


1.2 注意事項 


WebPAM をご使用になる場合、下記の注意事項があります。 

- 本 RAID システムをご使用の場合、接続されるすべてのロジカルドライブや HDD を対象に、定期的にメディ 
アパトロールまたはシンクロナイズを行うことを強〈推奨します。 

レ:I下にそれぞれの機能を実施する場合の推奨環境を示します。 



機能の概要 

推奨される環境 

シンクロナイズ 

■ロジカルドライブの整合性を 
チェックします。 

■整合性チェック中に不良セ 
クタを検出した場合は修復し 
ます。 

<頻繁に HDD にアクセスがあるような、常時 
負荷のかかるシステ厶環境> 

システムの負荷状況を問わず実行可能なため、 
頻繁に HDD に対するアクセスが発生し、常時高 
負荷のかかっている様なシステム環境で利用して 
〈ださい。 

メディアパトロール 

■HDD の全領域をリードし不 
良セクタを検出した場合は修 
復します。 

<夜間を含む、負荷の比較的ルさいシステ厶 
環境> 

システムの負荷が軽いタイミングを見計らって 
チェックを行う機能であるため、常時高負荷状態 
のシステムでは処理が進まない可能性がありま 
す。このため、夜間を含む、比較的負荷の軽いシ 
ステム環境で利用して〈ださい。 


上記を実施することにより、アクセス頻度のイ氏いファイルや未使用領域の後発不良を早期に発見すること 
ができます。故障などによる HDD 交換時のリビルドで、残りの HDD で後発不良が発見された場合、システ 
ムは復旧できないため、シンクロナイズやメディアパトロールによる早期発見は、予防保守として非常に効 
果があります。定期的に実施することで、システムの安定した運用を保つ効果があり、週に1回、少な〈とも 
1か月に1回は実施していただ〈ことを強〈推奨します。機能の詳細及び定期的な実施方法については、本 




書のシンクロナイズまたはメディアパトロールのスケジューリングの説明を参照して〈ださい。なお、 
WebPAM のインストール直後は、毎週水曜日の AM 0:00 にメディアパトロールを実行するようにデフオルト 
設定されています。 

ESMPRO / ServerManager による通報監視、またはエクスプレス通報サービスを利用する場合は、 
WebPAM のインス!ル前に ESMPRO / ServerAgent をインス!ルする必要があります。 


WebPAM を使用する場合は、事前に Internet Explorer のデフオルト設定を変更する必要があります。付 
録 A の 「 WebPAM を Internet Explorer で使用する場合の準備」を参照し、必要な場合はデフオルトの設定 
を変更して〈ださい。 

WebPAM の起動には、画面設定で256色レ: i 上となっている必要があります。256色を下回る設定の場合、 
256色]上の設定を要求するポップアップが表示され、 WebPAM を起動できません。 


- WebPAM 上で表示される容量は、1000バイト単位で算出された値が表示されます。このため、1024バイ 
卜単位で表示されている OS 機能や他アプリケーション等で表示された容量と異なる場合があります。 


ロジカルドライブがオフラインになった状態でシステムを再起動しないで〈ださい。再起動後にそのロジカル 
ドライブを操作(削除を含む)しようとすると画面がフリーズしたり自動的にシャットダウンするなどシステ厶 
の状態が非常に不安定になります。オフライン状態になったロジカルドライブはアレイとして機能していませ 
ん。再度ロジカルドライブを構築して〈ださい。 


スペアの HDD 及びアレイに未構成の HDD が一つもない場合 、 Auto Rebuild Status は必ず Disable にして 
おいて〈ださい。 Enable のままの場合、ロジカルドライブ縮退時、障害が発生した HDD の Port 番号を識別 
できません。 


iil 下の装置をお使いの場合、「3.6.3 Physical Drive 」 の 「 Settings タブ」の説明を参照し、必要な場合は 
物理ドライブの NCQ 設定を変更して〈ださい。 

1 10 Ej (EXPRESSBUILDER Ver 4.140 x - N ) 

1 10 Gc fEXPRESSBUILDER Ver 4.135 x - N ) ( x は任意のアルファベット） 



1. インストール 


(f -^ 

C3 E* 

- WebPAM のインストールは管理者 ( Administrator ) 権限を持つユーザが行って〈ださい。 


/? - 

ca ヒント 

-ご購入のシステムによっては、すでに WebPAM がインストールされている場合があります。 

その場合はインストール手順を行う必要はありません。 

^ -J) 

インストールには、お使いの装置に添付されている 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を使用します。 

么ブ WebPAM のイシストール 


1 . コンピュータの CD - ROM ドライブに「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM をセットする。 

2. 画面に表示された「マスターコントロールメニュー」の「ソフトウェアのセットアップ」をクリックし、 「 Web - 
based Promise Array Manager 」 をクリックする。 

「インストール/アンインストール選択」のダイアログボックスが表示されます。 



3.「 WebPAM をインストールする」を選択し、[次へ;!をクリックする。 

「インストール先ディレクトリの指定」のダイアログボックスが表示されます。 

インストール先を変更する場合は、惨照]をクリックし、表示されるダイアログボックスに従って〈ださい。 
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4. [次へ]をクリックする。 

インストールが開始され、 「 WebPAM をインストール中です」のポップアップメッセージが表示されます。 


質 


WebPAM きインストール中です . 


また、な下のポップアップメッセージも表示されます。 



を 遺 


インストールの準備をしてし、ます… 


67% 


i キャンセル 

InstallAn>where で作成されました 。 c 1998-2005 Zero G Software, Inc. wvw.ZeroG.com 


しばら〈すると「セットアップの終了」のダイアログボックスが表示されます。 



5. 「はい、今すぐコンピュータを再起動します。」を選択し、 [ OK ] をクリックする。 
システムが再起動し、インストールが完了します。 














































C 3 ミ主意 


WebPAM を Internet Explorer 上で使用する場合は、事前に Internet Explorer のデフオルト設定を変 
更する必要があります。付録 A の 「 WebPAM を Internet Explorer で使用する場合の準備」を参照 
し、必要な場合はデフナルトの設定を変更してください。 

WebPAM のインストール後、巻末の付録 C を参照し、必ず「電源制御抑止ドライバ」をインス 
トールしてください。本 RAID システムは電源制御機能をサポートしていません。 


V 




X ESMPRO / ServerManager にイベントメッセージ表示を行う場合、またはエクスプレス通報サービスを利用 
する場合、設定が必要な場合があります。付録 B を参照し、設定を行って〈ださい。 

イベントの一覧は付録 B を参照して〈ださい。 









2.2 WebPAM のアンインストール 


が . . 

C 3 注意 


-「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と削除」または「プログラムの追加と削 
除」からの WebPAM のアンインストールは行わないでください。アンインストールは、本章に記 
載の手順にて行ってください。 

^ — J 


r/ -^ 

C 3 ヒント 

- WebPAM は本 RAID システムを管理するために必要なソフトウェアです。ューティリティのアップ 
デートなど、保守作業で必要な場合]外はアンインストールしないで〈ださい。 


1 . コンピュータの CD - ROM ドライブに「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM をセットする。 

2. 画面に表示された「マスターコントロールメニュー」の「ソフトウェアのセットアップ」をク 
リックし、 「 Web-based Promise Array Manager 」 をクリックする。 

「インストール/アンインストール選択」のダイアログボックスが表示されます。 



3.「 WebPAM をアンインストールする」を選択し、[次へ]をクリックする。 

アンインストールが開始され、 「 WebPAM をアンインストール中です」のポップアップメッセージが表示されます。 


質 


WebPAM をアンインストール中です .. 


アンインストールが完了すると「セットアップの終了」ダイアログボックスが表示されます。 








































4. 「はい、今すぐコンピュータを巧起動します。」を選択し、 [0 K ] をクリックする。 

システムが巧起動し、アンインストールが完了します。 

X この後は、付録 C を参照し、「電源制御抑止ドライバ」をシステムの状況によリアンインストールして〈ださい。 
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3. 操作 


WebPAM の起動方法や表示される画面操作方法などについて説明します。 


3.1 WebPAM の起動と終了 


心な ^ 


-同一のコントローラに対し複数の Web ブラウザを同時に起動しないでください。 

- WebPAM を起動するたびに、セキュリティの警告画面が現れます。「はい」をクリックして 
WebPAM 操作画面を表示して〈ださい。この時、「証明書のインストール…」をクリックしてイン 
ストールを実施しても、次回起動時に巧びセキュリティの警告画面が現れます。 

-ユーザ ID 及びパスワードは、デフォルトで admin が用意されています。 

初回ログオン時は、ユーザ名を 「 admin 」、 パスワードを 「 admin 」 にしてログオンして〈ださい。 
ログオン後、 admin のパスワードを変更する場合は、「3.4ユーザアカウントの作成、変更」を 
参照して〈ださい。なお、 WebPAM のログオンユーザ名及びパスワードは WebPAM 専用アカ 
ウントであり、 0 S へのログオン時に使用するユーザ名及びパスワードとは別のものです。 

-システムを初めて起動した際、イベントログに 「Logical Drive (ロジカルドライブ名 ） goes 
offline 」 というメッセージが登録される場合があります。これ]外に警告やエラーのログがな〈、 

また WebPAM を起動してロジカルドライブの状態を確認し異常がなければ問題はありません 
ので無視して〈ださい。 

- WebPAM 起動時、アプリケーシヨンログに crypt 32 エラー ( ID :8) が複数登録される場合があり 
ます力 《 、 WebPAM の動作に影響はありません。 

V J 


C 3 ヒント 


ご使用の 0 S 、 ブラウザ、カラースキームにより、マニュアル中の画像が実際の画面と 
異なる場合があります。 

Internet Explorer を初めて使用する場合、 WebPAM 起動時に「インターネットの接続画面」が 
表示されることがあります。お使いの環境に合わせてインターネットの初期設定を実施して〈だ 
さい。 


V 


システ厶の起動のたびに、 WebPAM のサービスはバッテリの状況を確認し、ログに登録しま 
す。バッテリ接続を検知できない場合(バッテリ未接続の場合を含む )、 "Battery cannot be 
detected " というログが登録されます。バッテリが正常状態で接続されていれば 、 "Battery 
becomes normal " というログが登録されます。このバッテリチェックのメッセージは、抑止するこ 
とができます。詳細は「3. 6.1 Controller 」 の項を参照して〈ださい。 
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3.1.1 口ーカルコンピュータで制御する 


1. 「スタート」一「プログラム」一 「 Promise 」 一 「 WebPAM 」 を選択し、 「 WebPAM 」 をク 
リックする。 



2. セキュリティの警告画面が現れたら[はい]をクリックする。 

3. ログオン画面でレ: I 下の操作をする。 

- 「Login ID 」 フイールドと 「 Password 」 フイールドに、それぞれユーザ ID と パ スワー 
ドを入力する。 

- [Sign in ] をクリックする。 



3.1.2 リモートコンピュータで制御する 

1. Web ブラウザを起動する。 

2. ブラウザのアドレスに制御する Promise RAID システムの IP アドレスを入力し、 < Enter > キーを押す。 
IP アドレスが「1 0.10.1 0.10」の場合は 「 https :// 10.10 .10.10:8443/ promise 」 とタイプして〈ださい。 

リモートシステムとのセッションが開設できたとき、 WebPAM のログオン画面が表示されます。 

C 3 ヒント 

-インターネットへのアクセスにプロキシサーバを使用している場合はプロキシサーバをバ 
イパスして〈ださい。設定方法は付録 A を参照して〈ださい。 

心 
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3. セキュリティの警告画面が現れたら[はい]をクリックする。 

4. ログオン画面で、レ: I 下の操作をする。 

- 「Login ID 」 フイー ルドと 「 Password 」 フイー ルドに、 それぞれユーザ ID とパ スワー 
ドを入力する。 

- [Sign in ] をクリックする。 


3.1.3 WebPAM の終了 

WebPAM の操作画面の WebPAM Header 部分より [ Logout ] をクリックして WebPAM の操作画面を終了して 
ください。 WebPAM のログオン画面は右上の X をクリックして終了させてください。 

3.2 WebPAM の操作画面 


f -^ 

C3 E* 

WebPAM の操作画面を開いたままで、一定時間（約1時間）ロジカルドライブ監視のポーリン 
グが行われない状態が続〈と 、 「Please log in again 」 とし、うポップアップが表示され 、 WebPAM 
のログオン画面に戻ります。これは WebPAM のセキュリティ上の仕様によるものです。その場 
合は巧度ログオンして〈ださし、。また、いったんログオフした後 、 Internet Explorer の「戻る」ボタ 
ンで WebPAM の操作画面を表示させようとした場合も 、 「Please log in again 」 というポップ 
アップが表示され、ログオン画面に戻ります。この場合も巧度ログオンして〈ださい。 

WebPAM の画面は、主に Tree View、Management Window、Event Frame の 3 つのパートで構成されま 
す。 


Promise Array Manager - Microsoft Internet Explorer 


ファイル(り編集の 表元 w わちじ入り地ツ-ルのヘルブ(ぶ 
〇 戻る，〇1囚画.,1户な索 7;仁 わをじ入りお I 占，.よ回 


回回 因 


尸 r レス(が 盾 https ： //127.0.0.1 ： 8443/promise/screen.jsp 



PROMISE* 

1 Language 


TECHNOLOGY, INC. 






Hide Event | Configuration | 


v ]0; を勒リンクの 

^^WebPAIV^ieade^^l^H^I 



\ User Management 

View 


屋 8 SuperTrak EX 的如 
B を Controller 1 

度固 Physical Drive View 
E WDCVVD800JD-22. 
53 VVDCVVD1600JS-1 ： 

□ ST 3120026 AS 

□ ST 3120026 AS 
Ej|^ Logical Drive View 

長 ; BootRAIDIj 
皇 Enclosure View 
^ Spare Drive View 



Logical Drive Information 


Function tab 


I Information 
O Basic Information 

Assigned Name 
RAID Level 
Capacity 
Status 

Background Activity 

O Graphic View 


IjillliiiilH llTin 


Synchronization Initialization Activation 


BootRAIDI 
RAID1 
79.95 GB 
Functional 
Idle 


Management Window 


I -i Drive on Port 1 - 80.02 OB 


Assigned LD1-1 
79 夕 5 GB 


vi Drive on Port 2 - 160.04 GB 


lAssianed LD1-2 


IlF^eT 


Total Rows: 5 Current Page:1 巧 




= 


U Source Severity Time V _ 

1 SuperTrak EX 的如 - Controller 1 Information 2006/03)16 0 

2 SuperTrak EX8350 - Controller 1 Information 2006 の 3 パ 6 0y ： 4b：'lb 

3 SuperTrak EX8350 - Controller 1 Information 2006 ぶ 6 09:34:39 

4 SuperTrak EX 拍如 - Controller 1 Inform 訊 on 2006 の 3/1517:18:08 

5 SuperTrak EX8350 - Controller 1 Information 2006 の 3 パ 517:16:24 


Event Frame 


Battery becomes normal 
Battery becomes normal 
Battery becomes normal 


Tree View 


Tree View では、 RAID システムの構成を Windows の Explorer のように階層的に表示することができます。各 
階層のそれぞれの項目は、より下の階層を表示することで拡張して表示することができます。 
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Management Window 

Management Window に表示される内容は Tree View で選択した項目によって異なります。このウィンドウで 
は、ューザやデバイスに関する設定情報の確認や更新、ロジカルドライブの作成、保守、削除、監視が可能で 
す。表示される内容にはテキストボックスやリストボックス、フィールドやボタンが含まれています。 Function 
Tab では様々なタスクやプロセスを制御します。ロジカルドライブやハードディスクドライブの状態によって、 
使用できない Function Tab はグレイアウトされます。 


Event Frame 

イベントの一覧が表示されます。 WebPAM Header の 「Show Event/Hide Event」 で表示/非表示の切り替え 
ができます。詳し〈は「3.14イベント」を参照して〈ださい。 



3 . 3 各アイコンの説明 


Tree View の各アイコンのリンクをクリックすると、 Management Window に各種設定画面や状況表示画面 
が現れます。 Management Window でグレイアウトされている機能は使用できません。それぞれの機能の詳 
細についてはこの後の各章を参照して〈ださい。 


1 ree View 

Management Window 表示 

Administrative Tools アイコン uJfF 
WebPAM でのユーザ管理、ホスト管理、 
ユーティリティ構成情報が表示されます。 

User Management タブ 

Host Management タブ 

Utility Configuration タブ 

ご 

User Management アイコン 

Information タブに、 現在登録され ているユーザ ID のリストが 表示 
されます。 admin でログオンした場合、 Create タブ、 Delete 夕 
ブでユーザの作成、削除、設定が可能です。各ユーザでログ 
オンした場合は、自パスワードとイベントポップアップの設定 
のみ変更が可能です。 

3 

Host Management アイコン * ~^ 

現在のホストの情報が表示されます。 

ホストの IP アドレスと Display Name (表示名）が表示されま 
す。 

Utility Configuration ァィ コンら 

admin でログオンした場合、 Event Frame のリフレッシュ間 
隔を設定できます。 Event Frame は15秒、30秒、60秒、 
300秒のいずれかから選択できます。デフォルトは30秒で 
す。 

注 

Host アイコン * ~ * 

ホストの IP アドレスの情報が表示されます。 

Rescan アイコン 

画面を最新の情報に更新します。 

WebPAM のバージョン、表示名、 IP アドレス、 OS 情報等のホ 
スト情報が表示されます。 

Rescan アイコンは画面の状態を最新にします。クリックする 
と、 「Are you sure you want to rescan?」 とし、つ確言忍画面力《 
表示されますので、 [OK] をクリックします。 

Super!rak アイコン^^^ 

装着している RAID カードを表示します。 

谊 

Controller アイコン 

BIOS やドライバの情報の表示の他に、パフォーマンス等の 
各種設定、シンクロナイズやメディアパトロールのスケジュー 
ル設定状況の確認、 削除ができます 

Physical Drive View ァィコン/心 

Physical Drive ァィコン^ 

各チャネルに繫がっている HDD が表示され 
ます。 

接続されているすべての HDD の情報が表示されます。メディ 
アパトロールのスケジュールや、 HDD のスプリット、マージは 
ここで行います。 
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Tree View 

Management Window 表示 

Logical Drive View アイコン 

すべてのロジカルドライブの情報が表示されます。ロジカルド 
ライブの作成や削除、シンクロナイズのスケジュールはここで 

このホストにあるロジカルドライブの一覧が 
表示されます。 

Logical Drive ァィコン 

行います。 

各 Logical Drive アイコンをクリックして表示される 
Management Window では、個々の□ジカルドライブに対す 

各 Logical Drive を示します。 

るリビルド、シンクロナイズが行えます。 

Enclosure View アイコン 

本機能は未サポートです。 

Spare Drive View アイコン IfcJ 

スペアを表示します。 

スペアドライブの情報が表示されます。スペアの作成や削除 
はここで行います。 

Battery アイコン ぶ^ 

バッテリ接続時、バッテリの状態が表示されます。バッテリ未 
接続の場合は本アイコンは表示されません。 

バ'ッテリを表示します。 
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3.4 ユーザアカウントの作成、変更 

ユーザアカウントの作成 

新たなユーザアカウントを作成するには、 lii 下の手順で行って〈ださい。 

1 . 管理者 (admin) として WebPAM にログオンする。 

2. Tree View の User Manaaement をクリックし、 Management Window に表示された Create タブをクリツ 
クする。 


User Management 


I Create | 


Information 
O User Creation 

*User ID 

•Display Name 

*Password 

*Retype Password 

O Host User Rights 
Host Name 

localhost 


(4-20 character(s)) 


(4-20 character(s)) 


I 

(4-8 character(s)) 


r 

Creation Rights 
□ 


Deletion Rights 
□ 


Maintenance Rights 

□ 


Notification Rights 

□ 




3. レ: I 下のように入力する。 


項目名 

説明 

入力可能文字 

User ID 

ログオン時に使用するアカウント 

4〜20バイトの半角英数字 

Display Name 

ユーザの名前 

4〜20バイトの半角英数字 

Password 

パスワード 

4〜8バイトの半角英数字 

Retype Password 

Password 欄に入力した内容 


Host User Rights 

このユーザに付与したい権限 



Host User Rights の各権限の意味は]下の通りです。 


権限 

定義 

Creation 

ロジカルドライブ、スペアの作成、 HDD のスプリットを行う権限 

Deletion 

ロジカルドライブ、スペアの削除、 HDD のマージを行う権限 

Maintenance 

リビルド、シンクロナイズ、メディアパトロールの実施、コントローラや物 
理ドライブの設定や変更を行う権限 

Notification 

イベントを受け取る（ポップアップによる通知を受け取る）権限 


が -^ 

ca ヒント 

- ポップアップ通知は、その権限を設定したユーザで WebPAM にログインしている時のみ 
表示されます。 


4. 入力が完了したら、 [Submit] をクリックします。 

作成が成功すると、 「Created Successfully - Display Name(User ID)」 と表示されます。 

作成したユーザは Information タブの一覧に追加されます。 

ユーザアカウントの設定変更 

既存の User を選択し、 Settings タブの Display Name、Password、Retype Password を変更することで、 
ユーザ名とパスワードを変更することができます(パスワードの変更は本人のみ可能です)。また、 Events タブ 
でイベント発生時のポップアップ設定を変更できます。ただし、 adminlil 外のアカウントでログオンしている場合 
は、自パスワードと Events 設定の変更のみ実施可能です。 
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3.5 ユーザアカウントの削除 

1. 管理者 (admin) として WebPAM にログオンする。 

2. Tree View の User Management をクリックし、 Management Window に表示された Delete タブをク 
リックする。 

3. 削除するユーザを選択して [Delete] をクリックする。 

確認ダイアログボックスが表示されますので [OK] をクリックして〈ださい。 



レ:I上でユーザアカウントが削除されます。 


C3 E* 

- admin アカウントは削除できません。 
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3 . 6 各種設定と情報参照 


Tree View の各アイコンをクリックすると、 Management Window に情報が表示されます。 
ここでは、次の様な情報の参照や機能設定が可能です。 


3.6.1 Controller 

Tree View の Controlle ヴイコンを選択すると、 Management Window にコントローラ情報の画面が表示され 
ます。この画面では、 BIOS やドライバの情報の表示の他に、パフォーマンス等の各種設定、シンクロナイズや 
メディアパトロールのスケジュール設定状況の確認、削除ができます。 

Information タブ 

BIOS やドライバのバージョンを含む、コントローラの情報が表示されます。 

Settings タブ 

コントローラのパフオーマンスに関する設定が表示されます。 


Controller 

Operation successful. 

Information [ Settings | Schedule 

O View/Change Controller Parameter 

Rebuild Rate 

O い w 0 Medium 0 High 

Media Patrol Rate 

t*)Low り Medium OlHigh 

Migration 正 xpansion Rate 

Olow 處 Medium OlHigh 

Initialization Rate 

Olow ® Medium OlHigh 

Synchronization Rate 

Olow ©Medium Ohigh 

Automatic Rebuild Status 

0 Enable O Disable 

Automatic Rebuild Policy 

该 Free & Spare O Spare 

日 uzzsr Status 

O Enable 运 Disable 

S.M.A.R.T. Status 

0 Enable O Disable 

S.M.A.R.T. Check Polling Interval 

1 120 vjseccind が 

Battery Not Detected Event 

0 Enable O Disable 



Rebuild Rate 

リビルド他理の優先度を設定します。 

Media Patrol Rate 

メディアパトロール処理の優先度を設定します。 

Migration/Expansion Rate 

エクスパンシヨン他理の優先度を設定します。 

重要：本システムではエクスパンシヨン機能は未サポートです。 

Initialization Rate 

Logical Drive のイニシャライズ他理の優先度を設定します。 

Synchronization Rate 

シンクロナイズ他理の優先度を設定します。 

Automatic Rebuild Status 

自動リビルドの有効/無効を設定します。 重要スペアドライブがない場 
合は、自動リビルドは無効 (Disable) に設定しておいて〈ださい。 

Automatic Rebuild Policy 

自動リビルドが有効の状態で Logical Drive が縮退した場合、レ: i 下の設 
定によって動作が変わります。 (Automatic Rebuild Status が Disable の 
場合はこの欄は表示されません。） 

Free&Spare: 容量が十分な、ロジカルドライブに未構成の HDD がある 
場合、またはスペアドライブがある場合、それを使用してリビルドが開始 
されます。（スペアドライブが優先的に使用されます。） 

Spare: スペアドライブがある場合のみリビルドが開始されます。 

Buzzer Status 

ブザー鳴動の有効/無効を設定します。 

S.M.A.R.T. Status 

S.M.A.R.T. 情報を取得するかどうか設定します。 

S.M.A.R.T. Check Polling 

S.M.A.R.T. 情報を取得する間隔を設定します。 (S.M.A.R.T. Status が 

Interval 

Disable の場合はこの欄は表示されません。） 
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Battery Not Detected Event 


システ厶の起動時の WebPAM サービスによるバッテリチェックメッセージ 
をログ登録するかどうかを設定します。（バッテリ接続を検知した場合は 
この設定に関わらず必ずログ登録されます。） 

Enable (デフオルト）：起動時のたびにバッテリの状況を確認し、□グに登 
録します。バッテリの接続を検知できない場合(バッテリ未接続の場合を 
含む)、 "Battery cannot be detected" というログが登録されます。バッテ 
リが正常状態で接続されていれば、 "Battery becomes normal" という口 
グが登録されます。 

Disable: バッテリの接続を検知できない場合(バッテリ未接続の場合を 
含む)、ログ登録しません。 


設定値を変更した後に、再度この画面を表示した時の値に戻したい場合は [Reset] をクリックして〈ださい。設 
定を変更し、有効にしたい場合は、 [Submit] をクリックして〈ださい。推奨のデフォルト値(上記の画面イメージ 
の設定)に戻したい場合はまず [Default] をクリックし、その後 [Submit] をクリックして〈ださい。 


Schedule タブ 

スケジュール済みのタスクの一覧を表示します。 


tings I 


〇 Schedule List 
Select Target 


All Physical Drive(s) 


Action Name 

Media Patrol 


□ All Logical Drive(s) Synchronization 


Description 

Start at 00:00 every Wednesday. 
Start at 05:00 on the 1st every month. 


Delete Reset 


スケジュールされたタスクを削除したい場合は、該当のタスクの [Select] チェックボックスにチェックを入れ、 
[Delete] をクリックして〈ださい。 


3.6.2 Physical Drive View 

Tree View の Physical Drive View アイコンを選択すると、 Management Window に現在の Physical Drive の 
概要が表示されます。この画面では、 Physical Drive のステータス情報の確認、メディアパトロールのスケ 
ジュール、不良ブロック情報の表示や保存ができます。また、個々の HDD のスプリット、マージはここで行いま 
す。 

Information タブ 


Physical Drive View 

I Information j Spirt Merge Media Patrol Schedule BSL 
O Physical Drive Oueruiew 


Drive Model 

Port Humber 

Capacity 

Status 

WDCWD1600JS-19MHB0 


■160.04 GB 

Rebuilding 

WDC VVD1600JS-19MHB0 

2 

160.00 GB 

Functional 

WDC WD1600JS-19MHB0 

3 

160.00 GB 

Functional 

WDC VVD800JD-19LSA0 

4 

80 .02 GB 

Functional 


O Graphic View 
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Physical Drive Overview 


Drive Model 

この HDD のベンダ ID 

Port Number 

この HDD が接続されているコントローラのポート番号 

Capacity 

この HDD 全体の容量 (GB) 

Status 

この HDD の ステータス 

Functional HDD は正常に動作しています。 

Rebuilding リビルドを巧っている状態です。 

Synchronizing シンクロナイズを行っている状態です。 
Initializing イニシャライズを行っている状態です。 

Offline HDD 力 《Set Down (Failed) している状態です。 


Graphic View 

各 HDD の情報がグラフィカルに表示されます。 


r -^ 

C3 ヒント 

- WebPAM 上では、1000 bytes 単位で容量を表示しているため、 OS 上から見た容量 
( 1 0 24 bytes 単位)と異なる値になります。 

- Physical Drive Overview のデバイス情報を示すバーの上に力ーソルを位置づけると、 

そのブロックの情報 (The block information) が表示されます。このブロックが割り当てら 
れている Logical Drive 名、ステータス、バックグラウンドタスク等の情報が表示されま 
す。 

V J 


SpNt タブ 

「3.7ハードディスクドライブのスプリットとマージ」を参照して〈ださい。 

Merge タブ 

「3.7ハードディスクドライブのスプリットとマージ」を参照して〈ださい。 

Media Patrol Schedule タフ 

「3.11メディアパトロール」を参照して〈ださい。 

BSL タブ 

Physical Drive の不良セクタリスト (Bad Sector List) を表示します。 

Physical Drive に修復不能なメディアエラーを発見すると、 WebPAM はその情報を不良セクタリストに登録しま 
す。 



「Save BSU をクリックすると、すべての HDD の BSL 情報をファイルに保存できます。 
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3.6.3 Physical Drive 

Tree View の Physical Drive View 配下にある個々の Physical Drive アイコンをクリックすると、 Management 
Window にその HDD の情報が表示されます。 


Information タブ 


Physical Drive Information 


1 Information 

Settings 

Media Patrol BSL Locate Drive 



O Basic Information 

Drive Model 

WDC WD800JD-22JNA0 

Serial Number 

WD-WMAM 92569846 

Firmware Version 

05.01 COS 

Port Number 

1 

Target ID 

0 

Enclosure 

None 

O Drive Information 

Drive Status 

Functional 

Background Activity 

Idle 

Capacity 

日0.02 G 巳 

Ultra DMA Mode 

UDMA5 

S.M.A.R.T. Status 

Healthy 

Write Cache Status 

Enable 


〇 Graphic View 


.」Drive on Port 1 -00.02 GB 


Assigned LD 1-1 

79.95 GB _ 

圓 Available ■Assigned 圓 Spare 圓 Invalid 


Basic Information 


Drive Model 

この HDD のベンダ ID 

Serial Number 

この HDD のシリアル番号 

Firmware Version 

この HDD のファームウエアバージヨン 

Port Number 

この HDD が接続されているコントローラのポート番号 

Target ID 

使用しません 

Enclosure 

使用しません 


Drive Information 


Drive Status 

この HDD のステータス 

Functional: HDD は正常に動作しています 

Rebuilding :リビルド中 

Synchronizing :シンクロナイズ中 

Initializing :イニシヤライズ中 

Offline:HDD が Set Down (Failed) している状態 

Background Activity 

この HDD のバックグラウンドタスクの状態 

Idle: バックグラウンドタスクなし 

Patrolling : メディアパトロール実行中 

Patrol Paused :メディアパトロール停止中 

Capacity 

この HDD の容量 (GB) 

Ultra DMA Mode 

この HDD が稼動している UDMA モード 

S.M.A.R.T. Status 

この HDD の S.M.A.R.T. のステータス 

Write Cache Status 

この HDD のライトキヤッシュステータス 
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Graphic View 

各 HDD の情報がグラフィカルに表示されます。 


Settings タブ 



Write Cache Enabled 

HDD のライトキャッシュの有効/無効を設定します。デフォル 
卜値(推奨値)は Disable (無効)です。 

NCQ (TCQ) Enabled 

NCQ/TCQ 対応の HDD について NCQ/TCQ 設定の有効/無 
効を設定します。デフォルト値(推奨値)は Enable (有効)で 
す。 NCQ/TCQ に対応していない HDD が接続されている場 
合は、本オプションは表示されません。 

を意：レ:1下の装置をお使いの場合で本オプション欄が表示 
されている場合は、設定を 「Disable」 に変更して〈ださい。 

1 10Ej (EXPRESSBUILDER Ver 4.140 x-N) 

110GC (EXPRESSBUILDER Ver 4.135 x-N) 

X は任意のアルファベット 


値を変更した場合は、 Submit をクリックして決定して〈ださい。 


f -1 

C3 ES 

-本オプションのライトキャッシュ設定は HDD に対するものであり、ディスクアレイコントローラ 
上のキャッシュとは別のものです。バッテリ実装時のロジカルドライブのライトキャッシュ設 
定については、「3.6.5 Logical Drive」 の各ロジカルドライブのライトキャッシュ設定の説明 
を参照して〈ださい。 

- HDD のライトキャッシュの設定は「無効」 (Disable) を推奨します。もし性能不足を感じられ 
た場合は、無停電電源装置 (UPS 偉利用するなど電源瞬断への防止策をはかった上で 
「有効」 （Enable) に設定して〈ださい。 


Media Patrol タブ 


「3.11メディアパトロール」を参照して〈ださい。 

BSL タブ 

個々の HDD の BSL 情報が確認できます。 

Locate Drive タブ 


本機能はサポート対象外です。使用しないで〈ださい。 
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3.6.4 Logical Drive View 

Tree View の Logical Drive View アイコンを選択すると、 Management Window に現在のロジカルドライブの 
概要が表示されます。 



Information タブ 


Assigned Name 

ロジカルドライブの名前 

RAID Level 

RAID レペル 

Status 

このロジカルドライブのステータス 

Functional :正常、 Cr け ical : 縮退、 Offline : 故障 

Background Activity 

このロジカルドライブに関係するバックグラウンドタスク 

Idle: バックグラウンドタスクなし 

Rebuilding :リビルド中 

Synchronizing :シンクロナイズ中 

Initializing :イニシャライズ中 

Capacity 

このロジカルドライブの容量 


5{3山5に表示されるロジカルドライブの状態一覧は1^>1下になります。 

Functional □ジカルドライブは正常に動作しています。 

Critical 冗長性のあるロジカルドライブで、同ロジカルドライブを構成する HDD 力台故障 

した場合に表示されます。冗長性がな〈なっていますので、早急にリビルドを行う 
必要があります。 

Offline ロジカルドライブの復旧が不可能な状態 (RAID レベルカ化のロジカルドライブでの 

HDD 故障、 RAID レベルカなのロジカルドライブで HDD が2台故障した場合など)に 
なった場合に表示されます。該当のロジカルドライブを削除し、故障した HDD を交 
換して再度ロジカルドライブを作成して〈ださい。 


Information タブ内の各ロジカルドライブの名前 （Assigned Name) をクリックすることで、そのロジカルドライブ 
の情報が表示されます。 


Create タブ 


「 3.8 ロジカルドライブの作成」を参照して〈ださい。 

Delete タブ 

「 3.9 ロジカルドライブの削除」を参照して〈ださい。 

Synchronization Schedule タフ 


「 3.10 ロジカルドライブのシンクロナイズ」を参照して〈ださい。 


3.6.5 Logical Drive 

Tree View の Logical Drive View 配下にある個々の Logical Drive アイコンをクリックすると、 Manaaement 
Window にその HDD の情報が表示されます。 

Information タブ 
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Logical Drive Information 


I Information | Settings Rebuild Synchronization Initialization Activation 


〇 Basic Information 

Assigned Name 

BootRAIDI 

RAID Level 

RAD1 

Capacity 

79.95 G 日 

Status 

Functional 

Background Activity 

Idle 1 


O Graphic View 



Assigned Name 

ロジカルドライブの名前 

RAID Level 

RAID レペル 

Capacity 

このロジカルドライブの 容量 

Status 

このロジカルドライブのステータス 

Functional :正常、 Cr け ical : 縮退、 Offline : 故障 

Background Activity 

このロジカルドライブに関係するバックグラウンドタスク 

Idle: バックグラウンドタスクなし 

Rebuilding(nn%)： リビルド中 

Synchronizing(nn%) :シンクロナイズ中 
lnitialization(nn%)： イニシャライズ中 

Background Activity State 

バックグラウンドタスクの状態 

(バックグラウンドタスクがある時に表示されます） 

Running : 実行中、 Paused : 停止中 


Graphic View 

各 HDD の情報がグラフィカルに表示されます。 


Settings タブ 



Write Cache Mode で、ロジカルドライブのライトキャッシュモードを設定します。 


Write Through 

この設定を選択した場合は書き込み時にキャッシュを使用しません。 

Write Back 

この設定を選択した場合は書き込み時に常にキャッシュを使用します。この設定 
をすることで書き込み性能の向上が期待できますが、バッテリ残量が少ない場合 
の電源断時のデータの保全性が1氏〈なるため、使用はお勧めできません。 

Auto Switch 

増設バッテリが接続され残量が十分にある場合は Write Back モードで動作し、書 
き込み性能の向上が期待できます。残量が少ない場合は Write Through モードで 
動作し、電源断時のデータの保全性を確保できます。 「AutoSwitch」 にしている場 
合、 Battery 情報の State が Fully Chargedlil 外で、かつ電圧あるいは温度が異 
常状態にある場合(電圧の値が 3.9V よりおい場合、あるいは温度が10で未満か 

60で超の場合)、 rWrite Through」 へ自動的に変更されます。また、レ:1下のログ 
が登録されます。 

AutoCache write mode of loaical drive "%s" is changed to %s 
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変更した場合は、 [ Submit ] をクリックして変更を有効にして〈ださい。 

Rebuild タブ 

「3.12 ロジカルドライブのリビルド」を参照して〈ださい。 

Synchronization タブ 

「3.11ロジカルドライブのシンクロナイズ」を参照して〈ださい。 

Imtialization タブ 

「3.8 ロジカルドライブの作成」を参照して〈ださい。 

Activation タブ 

使用できません。 

3.6.6 Enclosure 

本機能は未サポートです。 


3.6.7 Spare Drive View 

Tree View の Spare Drive View アイコンをクリックすると 、 Management Window にその HDD の情報が表示さ 
れます。 

Information タブ 

現在設定されているスペアドライブの状態がグラフィカルに表示されます。 


Spare Drive View 


"on I Create 


O Graphic View 

-i Drive on Port 3 -120.03 C 


Global Spare 
119.96 GB 


'-J Drive on Port 4 -120.00 OB 


Global Spare 
119.93 GB 


■{Available 圓 Assigned 圓 Spate 圓 Ir 


Create タブ 

「3.13.1 スペアドライブの作成」を参照して〈ださい c 


Delete タブ 

「3.13.2スペアドライブの削除」を参照して〈ださい。 


3.6.8 Battery 

Tree View の Battery アイコンを選択すると、温度、電圧、充電状態の情報が下図のように表示されます。 


Battery 

I Information 


〇 Basic Information 

Temperature 

41 が C/107.4' F I 

Voltage 

4.2 V 

State 

Fully Charged 


26 - 

































Temperature 

バッテリの温度を表示します。 

注意：温度値を読み込む場合にリトライを行う場合があります。その場合は 「Now 
Reading 」 と表示されます。 

Voltage 

バッテリの電圧を表示します。 

注意：電圧値を読み込む場合にリトライを行う場合があります。その場合は 「Now 
Reading 」 と表示されます。充電中にも 「Now Reading 」 と表示されます。 

State 

バ'ッテリの充電状態を示します。 

Fully Charged :十分充電されています 

Charging : 充電中です 

Discharging :放電中です 

Recondition :バッテリ状態調整中です 

Now Reading : バッテリ状態調査中です 

Malfunction :バッテリの状態が異常です 


• ロジカルドライブの Write Cache Mode の設定を 「 AutoSwitch 」 にしている場合、 State が Fully Chargediil 
外で、電圧あるいは温度が異常状態にある場合(電圧の値が 3.9 V より低い場合、あるいは温度が10で未満 
か60で超の場合)、 r Write Through 」 へ自動的に変更されます。また、レ: I 下のログが登録されます。 
AutoCache write mode of loaical drive "% s " is changed to Write Through 
X % s はロジカルドライブ名 




3.7 ハードディスクドライブのス プソ ットと ァージ 
3.7.1 スプリット 

1つの HDD を2つに分割し、ロジカルドライブのメンバとして使用できます。 
レ: I 下の手順でスプリットを実施します。 


1 .Tree View の Physical Drive View をクリックする。 


Physical Drive View 


「 Information I Split Merge Media Patrol Schedule BSL 


O Physical Drive Overview 


Drive Model 

Port Humber 

Capacity 

Status 

VVDCWD1600JS-19MHB0 

：1 

160.04 G 巳 

Rebuilding 

WDC WD1600JS-19MHB0 

2 

1 朗 .OOG 日 

Functional 

WDCWD1600JS-19MHB0 

3 

1 朗加 G 日 

Functional 

WDCWD800JD-19LSA0 

4 

80.02 GB 

Functional 


O Graphic View 

.1 Drive on Port 1- 160.04 OB 


Assigned LD1-1 
159.97 GB 


-i Drive o 


Port2- 160.00 な B 


Assigned LD 1-2 
159. 於 <5 日 


J Drive on Port 3 -160.00 OB 


Assigned し D1-3 
159.93 GB 


-i Drive on Port 4 - 80.02 06 


Free 

79.95 GB 


I Spare 


2. Management Window の Split タブをクリックする。 



[Split Size ] に、 2 分割のうちの最初のブロックのサイズを入力します。この時、サイズの単位が MB であること 
に注意して〈ださい。 

Physical Drive Overview で、スプリットしたい HDD の [ Select ] チェックボックスにチェックを入れます。 

3. [ Submit ] をクリックする。 
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Physical Drive View 

j Information | Split Merge Media Patrol Schedule BSL 
O Physical Driue Overview 


Drive Model 

Port Humber 

Capacity 

Status 

WDCWD1600JS-19MHB0 

1 

160.04 GB 

Rebuilding 

WDCWD1600JS-19MHB0 

2 

160.00 GB 

Functional 

VVDCWD1600JS-19MHB0 

3 

160.00 GB 

Functional 

WDCWD800JD-19LSA0 

4 

80.02 GB 

Functional 


O Graphic View 



HDD がスプリットされます。 

3.7.2 マージ 


スプリットした HDD を巧び1つにすることができます。 
iil 下の手順でマージを実施します。 

1 . Tree View の Physical Drive View をクリックする。 

2. Management Window の Merge タブをクリックする。 



Physical Drive List で、マージしたい HDD の [ Select ] チェックボックスにチェックを入れます。 

3. [ Submit ] をクリックする。 
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3.8 ロジカルドライブの作成 

f 、 

C3 E* 

-ロジカルドライブは iil 下のいずれかの構成で作成して〈ださい。 

-スプリットせず、 HDD 単位でロジカルドライブを作成する 

-スプリットするが、各ロジカルドライブは同一の HDD、 同一の RAID レベル、同一の容量で 
ロジカルドライブを作成する 

これレ: i 外の構成で作成した場合、ロジカルドライブに障害が発生した場合にリビルドが実 
施できないことがありますので、必ず上記の構成でロジカルドライブを作成して〈ださい。 

V J 

1 . Tree View で、 Logical Drive View をクリックする。 

2. Management Window で Create タブをクリックする。 



現在作成可能な RAID レベルが表示されます。作成する RAID レベルを選択し、 [Next] をクリックします。 
3. ロジカルドライブのサイズと、使用するハードディスクドライブを指定する。 



Logical Drive Size ではロジカルドライブの容量を指定します。 

HDD の最大限の容量を使用したい場合は、 Use Maximum Capacity のチェックボックスをオンにして〈ださ 
い(デフオルトはオン)。容量を指定したい場合は、チェックボックスをオフにして Logical Drive Size に値を入 
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力します。単位は MB です。 

例） 40GB のサイズで作成したい場合：「40000」と入力して〈ださい。 

■使用する物理ドライブを選択します。選択可能なドライブは黒い枠で囲まれています。選択すると、赤い枠で 
囲まれて表示されます。 

[Next] をクリックします。 

4. Assigned Name にロジカルドライブの名称を入力し、 [Next] をクリックする。 



5. 「 Name 」 欄のロジカルドライブ名、 「RAID Level 」 の RAID レベル 「Logical Drive Size 」 のロジカルドライブ 
容量を確認し、その他のオプションを選択する。 

各オプションの意味は]下の通りです。 



Stripe Block See 

ロジカルドライブのブロックサイズ。デフオルトは 64KB です。 

•XRAID 1 は 64 KB 固定です。 

Write Cache 

AutoSw け ch、Wr け eThrough、WriteBack のいずれかを選択します。 

下記の「ライトキャッシュモード」を参照して〈ださい。 

Gigabyte Boundary 

常に設定は None です。 

Initialization 

None、Quick Initialization、Full Initialization のいずれかを選択します。 
下記の 「Imtialization の種類」を参照して〈ださい。 

XRAID0 の場合グレイアウトされます。 


ライトキャッシュモード 

Write Cache Mode で、ロジカルドライブのライトキャッシュモードを設定します。詳細は「3. 6. 5 Logical 
Drive. Iの Settings タブにある Write Cache Mode の言お明を参照して〈ださい。_ 


Auto Switch 
(推奨） 

増設バッテリが接続され残量が十分にある場合は Write Back モードで動作 
し、書き込み性能の向上が期待できます。残量が少ない場合は Write 

Through モードで動作し、電源断時のデータの保全性を確保できます。 

Write Through 

この設定を選択した場合は書き込み時にキャッシュを使用しません。 

Write Back 

この設定を選択した場合は書き込み時に常にキャッシュを使用します。この 
設定をすることで書き込み性能の向上が期待できますが、バッテリ残量が少 
ない場合の電源断時のデータの保全性が低〈なるため、使用はお勤めできま 
せん。 
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Initialization の種類 


None (推奨） 

ロジカルドライブのイニシャライズ処理を行いません。 

Quick Initialization 

マスタブートセクタのみを初期化します。 

Full Initialization 

ロジカルドライブ全体に対してイニシャライズ他理を実施し整合性を整え 
ます。 


6. 選択後、 「Finish」 をクリックする。 

ロジカルドライブの作成が完了します。作成したロジカルドライブは Tree View にアイコンが追加されます。 

C 3 ヒント 

- Full Initialization を選択すると、ロジカルドライブ作成後イニシャライズ他理が開始され 
ます。イニシャライズ处;理のステータスは、作成した Logical Drive の In け iaiization タブで 
確認できます。 （Initialization タブはイニシャライズ他理中のみ有効になります。） 

V J 


3.9 ロジカルドライブの削除 


/? 

C3 a* 

- Windows システ厶ファイルが入ったロジカルドライブは絶対に削除しないで〈ださい。ロジカ 

ルドライブの削除を行う場合は必ず確認してから削除して〈ださい。 

^ — 1 


1. Tree View で、 Logical Drive View をクリックする。 

2. Management Window で Delete タブをクリックする。 

Logical Drive View 

Information Create | Delete | Synchronization Schedule 


O Logical Drive Overview 


Select 

Assigned Name 

RAID Level 

Status 

Background Activity 

Capacity 

□ 

BootRAIDI 

RAID1 

Functional 

Idle 

79.95 GB 

圖 

Logical Drive 1 

RAID1 

Functional 

Idle 

39.99 GB 


Submit I Reset 


削除するロジカルドライブの [Select] チェックボックスにチェックを入れ、 [Submit] をクリックします。 

3. 下の確認画面が表示される。 



Are you sure you want to delete selected logical drive(s)? 


[ok i| [ キャンむレ I 



確認したら、 OK をクリックする。 
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3.10シンクロナイズ 


定期的にシンクロナイズを実施することで、検出した不整合をチェック•修復し、 HDD 障害時のリビルド失敗を 
未然に防ぐことができます。これは RAID1 、10、5の RAID レベルのロジカルドライブで実施可能です。シンクロ 
ナイズは、整合性チェック中に不良セクタを検出した場合も修復します。 RAID システムの安定した運用を保つ 
ために、スケジューリング機能による定期的な実施を強〈お勧めします。 

シンクロナイズは、システ厶の負荷状況を問わず実行可能なため、頻繁に HDD に対するアクセスが発生し、常 
時高負荷のかかっているようなシステム環境で利用して〈ださい 



ロジカルドライブにシンクロナイズを実施する場合は、レ:I下の操作を行って〈ださい。 

1 . Tree View で Logical Drive View アイコンをクリックする。 

2. Management Window で Synchronization Schedule タブをクリックする。 

3. 「 Policy」 プルダウンメニューから 「Fix」 あるいは「 Redundancy Check」 を選択する。 

Fix: 非整合エラーを検出した場合、 RAID を構成する他方の HDD からデータを修復します。 
Redundancy Check: 非整合エラーを検出した場合、エラーを修復せず処;理を続行します。 

4. [Start Now] をクリックする。 



シンクロナイズが開始されます。 

シンクロナイズの進披は、各 Logical Drive の Synchronization タブに表示されます。また、 Tree View にはシンクロナ 
イズ中を示すアニメーションが表示されます。 
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巧固两 



f ^ 

CQ ヒント 

-作成後初期化していないロジカルドライブに初めてシンクロナイズを実施しようとする 
と、レ:I下のメッセージが登録されますが、他理に問題はありません。 

Synchronization is requested to perform on the logical drive "LD-name" that 
has never been initialized. 

-シンクロナイズの終了後は必ずイベントログを参照し、シンクロナイズ他理中に発生し 
たエラーの有無を確認して〈ださい。メディアエラーが発生していた場合は、シンクロナ 
イズが問題な〈終了したとしづメッセージの前に、エラーの発生を示すメッセージが表示 
されています。 


あらかじめシンクロナイズがスケジュールされている時間に、そのロジカルドライブに対 
してリビルドが実行中であった場合、その回のシンクロナイズはスキップされます。 

シンクロナイズ実施中、同じロジカルドライブに対する、スケジューリングされた別のシ 
ンクロナイズの設定時間が来た場合、その回のスケジュールシンクロナイズはスキップ 
されます。 


- あらかじめシンクロナイズがスケジュールされている時間に電源が OFF の状態であった 
場合、その後電源が ON になった時点で自動的に開始されます。 ^リ 
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3.10.1 シンクロナイズのスケジューリング 



スケジューリングを組んで定期的にシンクロナイズを行う場合はレ: I 下の操作を行って〈ださい。 

1 . Tree View で Logical Drive View アイコンをクリックする。 

2. Management Window で Synchronization Schedule タブをクリックする。 

3. 「 Policy 」 プルダウンメニューから 「 Fix 」 あるいは 「 Redundancy Check 」 を選択する。 

Fix : 非整合エラーを検出した場合、 RAID を構成する他方の HDD からデータを修復します。 
Redundancy Check : 非整合エラーを検出した場合、エラーを修復せず处;理を続行します。 

4. [ Scheduled ] の下のスケジュール設定欄の [ Enable ] ラジオボタンを選択する。 

スケジュール設定欄が表示されていない場合は、 [ Scheduled ] の左にある緑の兰角マークをクリック 
して表示させます。 

5. シンクロナイズを開始する時間を設定する。 

各設定の詳細は]下になります。 

By Day -毎日、決まった時刻に実施する 

By Week -毎週、決まった曜日に実施する 

By Month -毎月、決まった日に実施する 

6. 完了したら、 [ Schedule ] をクリックする。 

スケジュールされると、タブの上部に 「Scheduled Successfully 」 と表示されます。 

レ: I 上の手順でスケジュールが設定されます。 

スケジュール設定されたシンクロナイズは、 Controlle ヴイコンの Schedule タブで確認できます。詳細は「3.6.1 
Controller 」 を参照して〈ださい。 

設定した開始時間になるとシンクロナイズが始まり、手順3で入力した時間間隔で繰り返されます。 

スケジューリング設定を中止(削除)する場合は、 Controlle ヴイコンの Schedule タブで、該当の設定の行の 
「 Select 」 の項をチェックして [ Delete ] をクリックして〈ださい。 


^ - ^ 

ca ヒント 

- 個別のロジカルドライブに対しても、それぞれシンクロナイズを実施できます 。 Tree View 
の Logical Drive アイコンをクリックし、 Synchronization タブから実施して〈ださい。 

心 J 
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3.11メディアパトロール 


メディアパトロールは下記対象の HDD に対する全面的な読み込みを行う機能です。 HDD は絕年劣化 
し、アクセスして初めて障害として検出される場合があります。メディアパトロールによって HDD 
の読み込みを定期的に実施することは、この障害の早期検出を可能にし、早期の対応を可能にしま 
す。 

- RAID を構成する HDD 
-スペアに設定された HDD 

メディアパトロール実施中にアクセスがあった場合は、そのアクセスが完了するまでの間メディア 
パトロールは一時中断します。そのため、メディアパトロールによる性能低下はほとんどありませ 
ん。システムの負荷が軽いタイミングを見計らってチェックを行う機能であるため、常時高負荷状 
態のシステムでは他理が進まない可能性があります。このため、夜間を含む、比較的負荷の軽いシ 
ステム環境で利用してください。 


f A 

C3 E* 

-メディアパトロールは、一度もロジカルドライブに構成されたことのない HDD に対しては実施さ 
れません。ロジカルドライブに未構成の HDD は、あらかじめスペアディスクに設定してお〈ように 
して〈ださい。 

-メディアパトロールは HDD のメディアエラーを早期に検出でき、冗長性のある RAID のメンバの 
HDD に限り修復も行います力 《 、パリティとの整合性チ X ック機能はありません。 

-本機能は、指定した HDD のメディアパトロールを指定した日時開始で1回のみ実施する機能 
です(スケジューリング設定している場合は指定曰時開始で定期的に実施されます)。常時動作 
する機能ではありません。 

- 冗長性のない RAID のメンバの HDD でメディアエラーを検出した場合は、エラーセクタを BSL 
に登録します。 


V 


メディアパ トロール 実行中の エラーについて 

メディアパトロールの実行中に修復不能なエラーを検出した場合 、 Media Patrol 
Information の中のエラーカウントが増加します。このエラーカウントは累積数です。 RAID 1、 
RAID 5、 及び RAID 10 の場合、1回のメディアパトロールで22個上のエラーを検出す 
ると、その HDD は Offline になります。 


メディアパトロールを実施する場合は、 lil 下の操作を行ってください。 

1. Tree View で Physical Drive View アイコンをクリックする。 

2. Management Window で Media Patrol Schedule タブをクリックする。 

3. [Start Now ] をクリックする。 

メディアパトロールが開始されます。 
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Promise Array Manager - 


ファイルの漏集の 隶元 w わ尉こ入り曲ツ-ルのヘルプが 
〇 戻る，。 因 固 ft 户おまなも'尉こ入り お-， 一回 


アドレス⑩ 尚 h け ps:// 127.0 .0.1 ：8443/promise/screen.jsp 


回 回国 


ホ 


巧助リンウ》 



PROMISE * 

1 Language 


TECHNOLOQX INC. 






I い nguage | Hide Event | Configuration 




lagement 
g Host Management 
Utility Configuration 

Q j SuperTrak EX8350 
B を Controller 1 

投 ◎ Physical Drive View 

E3 WDCWD 抑 0JD-22JNA0 
囚 VVDCW800JD-22JNA0 
团 ) M)C V\iD800JD.19LSA0 
团 WDC M)800JD-19LSA0 
驗賃 Logical Drive View 
§ BootRAIDI 
遲 Enclosure View 
^ Spare Drive View 


Physical Drive Information 


Information Settings | Media Patrol j BSL Locate Drive 


O Disk Media Patrol Progress 


Media Patrol Loop Count 
Media Psitrol Error Count 


メディア パト ロールの 進披は、各 Physical Drive の Media Patrol タブに表示されます。また 、 Tree View には メディア パト 
ロール 中を示すアニメーションが表示されます。 


f \ 
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メディアパトロールの終了後は必ずイベントログを参照し、メディアパトロール他理中に 
発生したエラーの有無を確認して〈ださい。メディアエラーが発生していた場合は、メディ 
アパトロールが問題な〈終了したというメッセージの前に、エラーの発生を示すメッセージ 
が表示されています。 

メディアパトロール実施中、同じ Physical Drive に対する、スケジューリングされた別のメ 
ディアパトロールの設定時間が来た場合、その回のスケジュールメディアパトロールはス 
キップされます。 

あらかじめメディアパトロールがスケジュールされている時間に電源が OFF の状態で 
あった場合、その後電源が ON になった時点で自動的に開始されます。 


37 - 







































3.11.1 メディアパトロールのスケジューリング 


^- 

ca ヒント 

- WebPAM のインストール直後は、毎週水曜日の AM 0:00 にメディアパトロールを実行する 
ようにデフオルトでスケジュール設定されています。 

心 - ぶ 

スケジュールを組んで定期的にメディアパトロールを行う場合は]下の操作を行ってくださし、。 


1 .Tree View で Physical Drive View アイコンをクリツクする。 


2. Management Window で Media Patrol Scheduling タブをクリックする。 

3. [ Schedule ] の下のスケジュール設定欄の [ Enable ] ラジオボタンを選択する。 

スケジュール設定欄が表示されていない場合は、 [ Schedule ] の左にある緑の王角マークをクリックし 
ます。 


Physical Drive View 

information Split Merge | Media Patrol Schedule | BSL 


Start Now 


O Schedule 
O Disable 0 Enable 


WBy Day 

Start At 

0 V 

0 

V 


U By Week 

Start At 

0 V 

0 V 

Every I Wednesday v| 

O 日 y Month 

Start At 

0 

0 

V 

On the 1 1st l 


Example 10:30(hh: mm) 


Schedule 


4. メディアパトロールを開始する時間を設定する。 

各設定の詳細は]下になります。 

By Day -毎日、決まった時刻に実施する 

By Week -毎週、決まった曜日に実施する 

By Month -毎月、決まった日に実施する 

5. 完了したら [ Schedule ] ボタンをクリックする。 

スケジュールされると、タブの上部に 「Scheduled Successfully 」 と表示されます。 


スケジュール設定された、メディアパトロールは、 Controller アイコンの Schedule タブで確認できま 
す。詳細は「3.6.1 Controller 」 を参照してください。 

設定した開始時間になるとメディアパトロールが始まり、手順4で入力した時間間隔で繰り返されま 
す。 

スケジューリング設定を中止(削除)する場合は、 Controlle ヴイコンの Schedule タブで、該当の設定の行の 
「 Select 」 の項をチェックして [ Delete ] をクリックして〈ださい。 


CQ ヒント 

- 個別の HDD に対しても、それぞれメディアパトロールを実施できます 。 Tree View の 
Physical Drive アイコンをクリックし 、 [Media Patrol ] タブから実施して〈ださい。 
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3.12リビルド 

リビルドは RAID レベルが1と10、または5について HDD が1台故障した場合に、冗長性を回復させる機能です。 
リビルド中はデータの Read / Write はできます力 《 、リビルド動作が完了するまでは冗長性がありません。 

リビルドを行うためには]下の3つの方まがあります。 

HDD 力《故障したとき、ロジカルドライブはクリティカル状態になり、通知されます。 


リビルドの自動開始 

クリティカル状態のロジカルドライブに対するリビルド他理の自動開始はレ: I 下の条件で実施されます。 


Controller*- Settings タブ内 

[Automatic Rebuild 

Policy] 

既にあるスペアの HDD 

障害が発生した HDD と交 
換した新しい HDD 

既にある未構成の HDD 

Spare 

この HDD を使用してリビル 

リビルドには使用されませ 

リビルドには使用されませ 


ドが自動開始します 

ん。 Spare に設定すると、 

ん。 Spare に設定すると、 



自動開始します。 

自動開始します。 

Free&Spare 

最も高い優先度でリビルド 

リビルドに使用されます 

リビルドに使用されます 


に使用されます 

性 1) 

性 1) 


(注1ポート番号のルさいものから順に使用されます。） 

戸 、 

C3 E* 

-リビルドの自動開始は、 Controller の Settings タブにある Auto Rebuild Status を Enable に設 
定することで有効になります。詳し〈は、「3.6.1 Controller 」 の Settings タブの説明を参照して〈だ 
さい。 

- スペアの HDD 及びアレイに未構成の HDD が一つもない場合 、 Auto Rebuild Status は必 
ず Disable にしておいてください。 Enable のままの場合、ロジカルドライブ縮退時、障 
害が発生した HDD の Port 番号を識別できません。 

V ^ 
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C 3 ヒント 

-リビルド中は負荷がかかり、他理速度が低下することに注意して〈ださい。 

心 ぶ 

リビルド中は Management Window ( Information タブ、 Rebuild タブ）に進抄が表示されます。また 、 Tree 
View にはリビルド中を示すアニメーションが表示されます。 

リビルド中に、読み込み元のディスク内に エラーが 20個を超えて見つかると、リビルドは失敗します。その場合、 
リビルドによる復旧は不可能であるため、新しいディスクで再度システムを構築して〈ださい （ Restart ボタンで 
再度最初からリビルドを実施し直すこともできます力 《 、推奨しません）。 


スプリット構成のロジカルドライブにおいて、片方に障害が発生しスペアドライブにてリビルドが開始されると、も 
う片方の部分を構成する別のロジカルドライブも同時にリビルドが開始されます。 



リビルドが完了すると、ロジカルドライブの状態表示は正常に戻ります。 


f ^ 

C 3 ヒント 


リビルドの終了後は必ずイベントログを参照し、リビルド他理中に発生したエラーの有無を確認 
して〈ださい。メディアエラーが発生していた場合は、リビルドが問題な〈終了したというメッセー 
ジの前に、エラーの発生を示すメッセージが表示されています。 

故障した HDD を交換する場合は、 HDD を取り外してから代わりの HDD を取り付けるまでに90 
秒1^>1上の間隔をぁけて〈ださぃ。 


-コントローラの設定で Buzzer Status が Enable に設定されている場合、ロジカルドライブカ《 

Cr け ical / Offline 状態の時、またはリビルド時に Buzzer 音が鳴動します。 Buzzer の on / off を切り 
替えるには、 Controller の Settings タブ内の Buzzer Status のラジオボタンで設定して〈ださし、。 
鳴動中のブザー音はロジカルドライブが Functional 状態に回復ずると自動的に停止します。また、 
Buzzer Status を手動で Disable にずることで停止させる方法もありまず力 《 、お使いの機種によっては停 
止しない場合がありまず。この場合、 Disable に設定した後システムを再起動ずると、ブザー音は停止し 
まず。 


V 


システムにサウンドモジュールがインストールされていない場合、ブザー機能が利用できません。 


J 
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リビルドの手動開始 

リビルドを手動で実施する場合にはレ: I 下の操作を行って〈ださい。 


/? 

C 3 注意 

-リビルドを手動で開始するには、あらかじめ、 Controller の Settings タブにある Auto Rebuild 
Status 力《 Disable に設定されている必要があります。詳し〈は、「3.6.1 Controller 」 の Settings 
タブの説明を参照して〈ださい。 


1 .Tree View で、クリティカル状態になったロジカルドライブを選択する。 

Management Window に、選択されたロジカルドライブの状態が表示されます。 

( iil 下の図は、 Ports と Port 4 のハードディスクドライブ2台で作成されていた RAID 1 が、 Port 4 に発生 
した障害で縮退したため、 Port 4 を新しいハードディスクドライブに交換した状態の例です。） 


回国 


过 Promise Array Manager - Microsoft Internet Explorer 


ファイルの漏集をま示がも'尉;:入り(直）ツ-ルのヘルブな） 1 

〇 戻る， ' 因图妃： 巧ま^お就;入り 巧’ 回 




2. Management Window の Rebuild タブをクリックする。 

リビルドに使用できるハードディスクドライブが、黒い枠で囲まれて Free として表示されます。 
灰色の枠で囲まれている部分は使用できません。 


A Promise Array Manager - Microsoft Internet Explorer 


ファイル® 漏集® ま示な）わ黄に入口曲ツ-ルのヘルプお) 


回回两 


巧 
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3. Management Window 上で、リビルドに使用する、 Free のハードディスクドライブの GUI をク 
リックして選択する。 

選択したハードディスクドライブが赤い枠で囲まれて表示されます。 


I ^ Promise Array Manager - Microsoft Internet Explorer 


回 固 医 


乃イルの漏実おま示がも'尉こ入り(がツール①ヘルプお） な 

〇 戻る ， J 因 面 A 户巧ま ‘ わ尉;入り 巧：， &回 



4. [Start Now ] をクリックする。 
リビルドが開始されます。 
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3.13スペアドライブの作成と削除 

3.13.1 スペアドライブの作成 


-^ 

C 3 ミ主意 


-スペアドライブを作成する場合、レ:>1下のハードディスクドライブは使用しないで〈ださい。 

-既にロジカルドライブで使用しているハードディスクドライブ 
-パーティシヨンが作成済みのハードディスクドライブ 

スペアドライブは冗長ロジカルドライブのハードディスクドライブが故障したときにこのロジカル 
ドライブを保護するために使います。すなわち、冗長ロジカルドライブのハードディスクドライブ 
が故障した場合、ロジカルドライブを保護するために、スペアドライブにリビルドを行って、故障 
ハードディスクドライブの代替をします。 


な下の手順でスペアドライブを作成します。 


1. Tree View の Spare Drive View をクリックする。 

2. Management Window の Create タブをクリックする。 


3. Spare Drive Type からスペアドライブのタイプを選択する。 

Global Spare ： どのロジカルドライブにも使用できます 

Dedicated Spare :指定したロジカルドライブにのみ使用できます。（既に存在するロジカルドライブの名前 
が表示されます。） 

4. スペアドライブに設定する物理ドライブを選択する。 

設定できる物理ドライブは黒い枠で囲まれています。選択された物理ドライブは赤い枠で表示されます。青 
い枠で囲まれた物理ドライブは、既にロジカルドライブのメンバとなっているものです。 



fT - 

C3 E* 

-ロジカルドライブに未構成のディスクは、あらかじめスペアディスクに設定してお〈ようにして〈ださ 
い。 

- Dedicated Spare は、その専用とするロジカルドライブの容量と大きさを同一にして〈ださい。 

5. [Create にクリックする。 

スペアドライブが設定されます。 Information タブに、作成したスペアドライブが追加表示されます。 
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3-13.2 スペアドライブの削除 

レ: I 下の手順でスペアドライブを削除します。 

1. Tree View の Spare Drive View をクリックする。 

2. Management Window の Delete タブをクリックする。 


Spare Drive View 

Information Create 

I Delete | 



O Spare Driue List 





Select 

Capacity 

Status 

State 


'固） 

79.95 GB 

Dedicated Spare 

Idle 


□ 

79.95 GB 

Dedicated Spare 

Idle 






削除するスペアドライブの [ Select ] チェックボックスにチェックを入れ、 [ Delete ] をクリックします。 
レ: I 下のポップアップが表示されます。確認し、 OK をクリックします。 



選択したスペアドライブが削除されます。 
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3,14 イベント 


WebPAM では、 RAID システム上で発生したすべてのイベントについて、エラー、警告、情報で分類して記録し 
ています。これはシステムで発生した障害の解決や、診断に有効です。 

WebPAM Header の 「Show Event/Hide Event 」 で 、 Event Frame の表示/非表示の切り替えができます。 


Promise Array Manager - 


ファイルの漏集の 表元 W もちに入り(かツールのヘルプが 
〇 戻る，：_ 因国^；5|户検まなわちじ入りお ， 


回 回国 


な 


.巧 


アドレス(が I を https ： //1 27.0 .0.1 ： 8443/promise/screen.jsp 



PROMISE * 

I Language 


TECHNOLOGY, INC. 








I Confiyurdtion | 






vig 巧旣リンクの 



■ 么 User Management 
I A Host Management 
* - ろ ! Utility Conf igur 油饥 _ 

Sj SuperTrak EX8350 
臣な Controller 1 

控图 Physical Drive View 
□ WDCWD800JD-22. 
囚 WDCWD800JD-22. 
图 WDC WD800JD-19I 
口 WDCWD800JD-19I 
巨}梧 l_ogical Drive View 
長 BootRAIDI 
巧巧 Logical Drive 1 
^ Enclosure View 
^ Spare Drive View 

ぶ日如 _e" ‘ 


< 

J > 7^ 

じ T 巧 k EX8350 - Controller 1 

Information 2006/03/0615:00:36 

Logical drive "Logical Drivel" deleted v 

涵 




自 • ィシトネ》卜 


イベントは新しいものから 20 個まで表示されています 。 「Prev Page 」 をクリックすると、次の20個が表示され、 
「Next Page 」 をクリックすると、前の20個が表示されます。 

[Show Filter ] で、イベントレベル ( Severity )、 日付の範囲をキーにしてフィルタリングをかけることができます。 

[Save Log ] をクリックするとイベントをファイルへ記録することができます 。 [Clear Log ] をクリックすると登録され 
ているイベントが全て削除されます。 
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3.15 Configuration 情報の採取 


コントローラ及びアレイ構成情報を、保存先を指定して圧縮形式で保存します。この機能は保守用です。保守 
員からの指示があった場合は]下の方法で採取をお願いします。 

1. WebPAM Header の 「 Configuration 」 をクリックする。 

Management Window に構成情報が表示されます。 

2. 表示された一覧をスクロールし、右下の [ Save ] をクリックする。 

「ファイルのダウンロード」画面が表示されます。適当な場所にファイルを保存します。 



付録 A . WebPAM を Internet Ex _ plorer 上で使用する場合の準備 


WebPAM を操作するブラウザとしては Microsoft Internet Explorer ( IE )6.0 lit 降のみをサポートして 
います。 

セキュリティレベルの設定 

Internet Explorer が高いレベルのセキュリティ設定を使っている場合は、問題が発生することがあ 
ります。高いレベルのセキュリティは Java スクリプトを無効にします。 Web ブラウザで高いレベル 
のセキュリティを使用しているときは]下の設定を有効にする必要があります。 

- JavaScript 

カスタムレベルのセキュリティ設定を)下のように設定してください。 

1 .Internet Explorer の「ツール」の「インターネットオプション」をクリックし、「インター 
ネットオプション」 ダイアログボックスを表示する。 

2. 「セキュリティ」タブをクリックする。 

3. 「インターネット」を選択し、[レベルのカスタマイズ]をクリックする。 

「セキュリティの設定」ダイアログボックスが表示されます。 

4. レ: i 下の設定を有効にする。 

- アクティブスクリプト 
プロキシ サーバの 設定 

プロキシサーバを使用している場合は下記のようにプロキシサーバをバイパスしてください。 

1 .Internet Explorer の「ツール」の「インターネットオプション」をクリックし、「インター 
ネットオプション」 ダイアログボックスを表示する。 

2. 「接続」タブをクリックし、 [ LAN の設定]をクリックする。 

「口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) の設定」ダイアログボックスが表示されます。 

「 LAN にプロキシサーバを使用する」チェックボックスの状態によって下記の設定を行ってくださし、。 
-チェックボックスがオフの場合は [0 K ] をクリックして終了する。 

-チェックボックスがオンの場合は、「ローカルアドレスにはプロキシサーバを使用しない」を 
チェックし、[詳細]をクリックします。その後、「例外」ウィンドウのエントリに管理する RAID シ 
ステムの IP アドレスを入力してください。 

シンクロナイズやリビルド中を示すアニメーションが表示されるようにする 

1 .Internet Explorer の「ツール」より「インターネットオプション」を選択する。 

2. 「詳細設定」タブを選択し、ツリー内のマルチメディア配下にある、 [ Web ページのアニメーショ 
ンを巧生する]にチェックがしてあることを確認する。 

チェックされていない場合は、チェックをして〈ださい。 

ログを保存できるようにする 

1 .Internet Explorer の[ツール]メニューより[インターネットオプション]を選択する。 

2. [セキュリティ]タブを選択し、[レベルのカスタマイズ]をクリックする。 

3. lil 下の設定を有効にする。 

[ダウンロ ード]の項の「フアイルのダウンロ ード」 
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付録 B . 通報監視について 

ESMPRO / ServerManager に本 RAID システム関連のイベントメッセージ表示を行うことができます。この場合、 
レ: I 下の設定を行う必要があります。設定は環境によってレ: I 下のように異なっています。 


対象の RAID システ厶が接続されたサーバと別のマシンで動作する ESMPRO / ServerManager に表示を 
行う場合、 ESMPRO / ServerManager が動作するマシンで]下の手順を行って〈ださい。 

対象の RAID システムが接続されたサーバで動作する ESMPRO / ServerManager に表示を行う場合、設 
定は不要です。 


1. コンピュータの CD - ROM ドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットする。 

セットした後、画面に「マスターコントロ ールメニュー」が表示された場合は、マスターコントロ ールメ 
ニューを閉じてください。 

2. 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM の 「¥ WEBPAM ¥ WPMALERT ¥ WPMMANJP . EXE 」 を起動する。 



3. 「はい」をクリックする。 


C 3 ヒント 

「いいえ」をクリックすると設定を行わずに終了します。 



4.「0 K 」 をクリックする。 


5. システムを再起動する。 
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アラート通報メッセージと処置 

WebPAM をインストールした直後はアプリケーシヨンのイベントログにソース名が 「Promise Napa I2API」 で登 
録された下記のメッセージを通報対象として設定します。この設定を変更する場合は、 
ESMPRO / ServerAgent の通報設定で定義し直して〈ださい。 


Event 

ID 

メッセージ 

処置 

マネ- 
ンャ 

ALIVE 

258 

Disk o/od was set down 

物理デバイスが Set Down(Failed) しました。デバイスを 
交換してリビルドを行って〈ださい。 

〇 

〇 

262 

S.M.A.R.T threshold exceeded on disk %d 

物理デバイスが S.M.A.R.T 機能の診断によりエラーと 
認識されました。予防保守の観点からこのデバイスの 
継続使用は危険ですのでデバイスを交換して〈ださい。 

〇 

〇 

271 

Media patrol on disk %d aborted at %d%% 
because of error 

HDD やケーブルなどに障害がないか確認し、障害を取 
り除いてください。 

〇 

〇 

275 

o/od disk error logged on disk %d 

不良セクタが蓄積されました。 HDD の交換を検討してく 
ださい。 

〇 

〇 

512 

Logical drive "%s" goes offline 

ディスクアレイが Offline になりました。ディスクアレイの 
復旧は不可能ですので状態が Failed のハードディスク 
を交換してディスクアレイの再構築を行って〈ださい。 

〇 

〇 

513 

Logical drive "%s" goes critical due to disk%d 
failure 

ディスクアレイが Critical になりました。状態が Failed の 
ハードディスクを交換してリビルドを行って〈ださい。 

〇 

〇 

522 

Rebuild on logical a rive "%s" started on 
disk o/od 

なし 

〇 

X 

523 

Rebuild on logical drive "%s" paused at %d%% 

なし 

〇 

X 

524 

Rebuild on logical drive "%s" aborted at %d%% 

なし 

〇 

X 

525 

Rebuild on logical drive "%s" aborted at %d%% 
because of error 

リビルドが失敗しました。 WebPAM のログを確認後、 
ユーザーズガイドを参照し、処置を実施して下さい。 

〇 

〇 

526 

Rebuild on logical drive "%s" resumed 

なし 

〇 

X 

527 

Rebuild on logical drive "%s" completed 

なし 

〇 

X 

528 

Foreground Initialization on logical drive "%s" 
started 

なし 

〇 

X 

529 

Foreground Initialization on logical drive "%s" 
paused at %d%% 

なし 

〇 

X 

531 

Foreground Initialization on logical drive "%s" 
aborted at %d%% because of error 

HDD やケーブルなどに障害がないか確認し、障害を取 
り除いて〈ださい。 

〇 

〇 

537 

Background Initialization on logical drive "%s" 
aborted at %d%% because of error 

HDD やケーブルなどに障害がないか確認し、障害を取 
り除いて〈ださい。 

〇 

〇 

543 

Synchronization on logical drive "%s" aborted 
at %d%% because of error 

HDD やケーブルなどに障害がないか確認し、障害を取 
り除いてください。 

〇 

〇 

549 

Redundancy Check on logical drive "%s" aborted 
at %d%% because of error 

HDD やケーブルなどに障害がないか確認し、障害を取 
り除いてください。 

〇 

〇 

565 

Logical drive "%s" goes degrade due to disk%d 
failure 

ディスクアレイが Degrade 状態になりました。状態が 
Failed の HDD を交換して Rebuild を行って〈ださい。 

〇 

〇 

567 

Rebuild on logical drive "%s" rebuild on 
stream %d aborted at %d%% 

夕ーゲット HDD が fail したためリビルドが失敗しまし 
干こ 。 WebPAM のログを確認後、ユーザーズガイドを参 
照し、処置を実施して下さい。 

〇 

〇 

1030 

Battery is not functioning 

バッテリの異常状態を検出しました。バッテリに障害が 
ないか、あるいは寿命が過ぎていないか確認し、障害を 
取り除いてください。 

〇 

〇 

1283 

Memory multi bit error 

ボードの異常状態を検出しました。ボードを交換して〈だ 
さい。 

〇 

〇 


上記の EventID は10進数です。マネージャの列の「〇」印は ESMPRO/ServerManager への通知を示しています。 
Alive の列の「〇」印はエクスプレス通報サービスへの通知を示しています。メッセージの％1などは埋め込み文字です。 
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付録 c . 電源制御抑止ドライバ 


この電源制御抑止ドライバ ( Standby/Hibernation Lock ) は、システムの休止状態やスタンバイ状態へ 
の移行を抑止することができます。本 RAID システムを使用する環境では、システムの休止状態やス 
タンバイが態への移行はサポートされていません。下の手順に従って、電源制御抑止ドライバを 
インストールしてください。アンインストールについては、他のソフトウェアでこのドライバが使 
用されていないか必ず確認してから行ってください。 


インストール 

次の手順に従って電源制御抑止ドライバをインストールします。 

1. 管理者権限のあるアカウント ( administrator 等)で、システムに□グオンする。 

2. インストール手続きを始める前に、実行中のアプリケーションを終了させる。 

3. システムが 64 bit 対応 OS の場合、添付 CD - ROM の 「¥ WEBPAM ¥ ACPIDV 64¥ EXPLOCK . BAT 」 を起動 
する。システムが 32 bit 対応 OS の場合、 「¥ WEBPAM ¥ ACPIDV 32¥ PAM _ INST . BAT 」 を起動する。 

途中レ: I 下のウィンドウが表示される場合があります。 



表示された場合は、「はい」をクリックして〈ださい。 

コマンドプロンプトに]下のメッセージが表示されます。 

Driver Installed successtully. I 

lil 上で、インストールは完了です。 

アンインストール 
ca ヒント 

システムの休止状態やスタンバイ状態への移行の抑止が必要なソフトウエアは他にも存在します。電源、制御抑 
止ドライバのアンインストールを行う場合、インストールされているソフトウ王アの説明書を参照し、他に電 
源制御抑止ドライバを必要としているソフトウエアがないか確認してください。下のソフトウエアはこの電 
源制御抑止ドライバを必要としている可能性があります。 

- Power Console Plus 

- Adaptec Storage Manager 


次の手順に従って電源制御抑止ドライバをアンインストールしてくださし、。 
1 . 管理者権限のあるアカウント ( administrator 等)で、システムにログオンする。 
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2. スタートメニューから協定]を選択し、[コントロールパネル]を起動する。 

3. [管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し、[デバイスマネージャ]をクリックする。 

デバイスの一覧が表示されます。 

4. デバイスの一覧より[システ厶デバイス]、に tandby/Hibernation Lock] の順でダブルクリックする。 
[Standby/Hibernation Lock のプロパティ]画面が表示されます。 

5. [ドライバ]タブをクリックし、[削除]をクリックする。 

レ:I下のような[デバイスの削除の確認]画面が表示されます。 


デバイスの則なのち夏 



Standby/H ibernat ion Lock 


管告システムからこのテ V W ス緋臓しようとしています。 


回囚 


0 K 11 [ キャンセル ] 


6. 「0K」 をクリックする。 

iil 上でアンインストールは完了です。 


セツトアツプの確認 

電源制御抑止ドライバはレ:I下の手順でシステムにインストールされているか確認することができます。イ 
ンストールやアンインストールの場合、この手順でインストールまたはアンインストールの結果を確認して〈だ 
さし、。 


1. [管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し、[デバイスマネージャ]をクリックする。 

2. デバイスの一覧より[システムデバイス]にに tandby/Hibernation Lock] が表示されていることを確認 
する。 

また、アンインストール時には、に tandby/Hibernation Lock] が表示されていないことを確認する。 



县ファイル©抑がぶま示姐ウィンドウ姐）ヘルプ城 
わ*を@窗昼度函理巧 a が 
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電源制御抑止ドライバによりスタンバイ及び休止状態への移行が抑止されたときの表示 


電源制御抑止ドライバをインストールすると、スタンバイ及び休止状態への移行はできなくなりま 
す。例えば、シャットダウンメニューから休止状態を選択するとポップアップが表示されます。 



このポップアップは、電源制御抑止ドライバのエラーではありません。 

これは、電源制御抑止ドライバがスタンバイ及び休止状態への移行を正常に抑止した結果表示され 
ているものです。また、このポップアップはオペレーティングシステムが表示しているものであり、 
表示を抑止することはできません。 

このポップアップは、 「0 K 」 をクリックして終了します。 

また、スタンバイ及び休止状態への移行が抑止されるとイベントログに]下のログが登録されます。 



このイベントログはオペレーティングシステムが登録するログであり、スタンバイ/休止状態の違い 
に関係なく「システムをスリープできませんでした」と表示されます。 
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